
茨
城
県
特
集

県幹部らが今年度の意気込みを語る
総
務
部

中
島
　
敏
之
部
長

震
災
対
策
と
財
政
の
健
全
化

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
多

大
な
被
害
を
受
け
た
県
民
生

活
の
一
日
も
早
い
復
興
を
図

る
た
め
、
補
正
予
算
の
編
成

な
ど
を
通
じ
た
被
災
者
対
策

や
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
対

策
な
ど
に
全
力
で
取
り
組

む
。

　
ま
た
、
２
０
１
１
年
度
当

初
予
算
は
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
新
し

い
県
総
合
計
画
に
掲
げ
る

「
生
活
大
県
」
づ
く
り
の
推

進
に
向
け
、
施
策
の
選
択
と

集
中
を
進
め
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
経
済
・
雇
用
対
策

を
重
点
課
題
と
し
て
編
成
し

た
。

　
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に

対
応
す
る
に
は
、
職
員
の
意

識
改
革
を
徹
底
し
、
簡
素
で

効
率
的
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム

を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
引
き
続
き
第
５
次
行

財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、

よ
り
一
層
の
行

財
政
改
革
に
取

り
組
む
と
と
も

に
、

年
度
を

初
年
度
と
す
る
新
し
い
行
財

政
改
革
大
綱
を
策
定
す
る
。

ま
た
、
保
有
土
地
に
関
し
て

は
、
多
額
の
将
来
負
担
額
の

計
画
的
な
解
消
に
全
力
で
取

り
組
み
、
財
政
の
健
全
化
を

強
力
に
推
進
す
る
。

経
済
・
雇
用
対
策
と
風
評
被
害
の
解
消

小
松
原
仁
理
事
兼
政
策
審
議
監

政
策
審
議
室

　
知
事
直
轄
の
組
織
と
し

て
、
部
局
横
断
的
な
観
点
か

ら
、
県
政
の
主
要
な
政
策
課

題
の
検
討
や
各
部
局
間
の
総

合
調
整
の
ほ
か
、
産
業
立
地

の
推
進
、県
政
の
広
報
広
聴
、

男
女
共
同
参
画
の
推
進
、
青

少
年
の
健
全
育
成
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
、
本
県
内
で
も
イ
ン
フ

ラ
、
事
業
所
や
住
居
に
甚
大

な
被
害
が
生
じ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
復
旧
復
興
に
向
け

て
、
ま
ず
は
全
庁
を
挙
げ

て
、
経
済
・
雇
用
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
特
に
、
企
業
立
地
に
つ
い

て
は
、
２
０
１
０
年
の
工
場

立
地
面
積
１
９
０

で
全
国

１
位
に
な
る
な
ど
一
定
の
成

果
を
上
げ
た
も
の
の
、
依
然

と
し
て
、
大
変
厳
し
い
経
済

状
況
に
あ
る
。
今
後
も
、
本

県
の
優
位
性
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が

ら
、
企
業
立
地

に
よ
る
経
済
の

早
期
復
興
や
活

性
化
に
努
め
て

い
き
た
い
。

　
ま
た
震
災
関
連
情
報
を
正

確
か
つ
タ
イ
ム
リ
ー
に
発
信

す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
の

不
安
や
風
評
被
害
の
解
消
な

ど
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

企
画
部

榊
　
真
一
部
長

新
県
計
画
ス
タ
ー
ト
生
活
大
県
目
指
す

　
今
年
度
は
、
新
し
い
県
総

合
計
画
「
い
き
い
き
い
ば
ら

き
生
活
大
県
プ
ラ
ン
」
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。

　
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
産
業

大
県
づ
く
り
を
強
力
に
進

め
、
国
内
初
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ

格

安
航
空
会
社

対
応
空
港
で

あ
る
茨
城
空
港
や
、
３
月
に

全
線
開
通
し
た
北
関
東
自
動

車
道
を
は
じ
め
と
す
る
高
速

道
路
な
ど
広
域
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
充
実
、
過
去

年

間
の
工
場
立
地
面
積
全
国
１

位
を
誇
る
企
業
誘
致
や
科
学

技
術
創
造
立
国
の
先
導
的
役

割
を
担
う
大
強
度
陽
子
加
速

器
施
設

Ｊ
―
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ

の
稼
働
な
ど
、
一
定
の
成
果

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
今
後
は
、
全
県
を
あ
げ
て

東
日
本
大
震
災
の
復
旧
対
策

を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
県

計
画
に
基
づ
き
、
茨
城
空
港

の
さ
ら
な
る
利
活
用
促
進
や

県
域
を
越
え
た

交
流
の
拡
大
、

科
学
技
術
の
振

興
な
ど
、
引
き

続
き
産
業
大
県
づ
く
り
に
取

り
組
む
。さ
ら
に
、そ
の
成
果

を
活
か
し
、
県
民
一
人
ひ
と

り
が
質
の
高
い
生
活
環
境
の

も
と
で
安
心
、安
全
、快
適
に

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

生

活
大
県
を
目
指
し
て
い
く
。

商
工
労
働
部

横
山
　
仁
一
部
長

経
済
・
雇
用
情
勢
の
回
復
や
企
業
支
援

　
東
日
本
大
震
災
で
損
害
を

受
け
た
県
内
中
小
企
業
な
ど

の
復
旧
や
復
興
へ
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、
国
の
新
た

な
保
証
制
度
を
活
用
し
た

「
東
日
本
大
震
災
復
興
緊
急

融
資
」
を
創
設
し
、
資
金
繰

り
支
援
に
努
め
て
い
る
。
ま

た
、
雇
用
に
つ
い
て
は
、
震

災
な
ど
に
よ
り
離
職
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
方
の
再
就
職
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
国
の

交
付
金
を
活
用
し
た
雇
用
創

出
等
基
金
事
業
に
、
新
た
に

震
災
対
応
分
野
を
追
加
し
、

雇
用
創
出
な
ど
に
積
極
的
に

取
り
組
む
。
風
評
被
害
に
つ

い
て
は
、
県
内
企
業
や
観
光

・
物
産
に
係
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
な
ど
を
実
施
す
る
。

　
そ
れ
に
加
え
て
、
県
内
企

業
の
新
た
に
成
長
が
見
込
ま

れ
る
分
野
へ
の
進
出
支
援

や
、
進
出
企
業
に
対
し
て
の

受
注
確
保
、
も
の
づ
く
り
産

業
な
ど
本
県
が

持
つ
優
れ
た
産

業
を
担
う
人
材

の
育
成
や
商
店

街
な
ど
の
活
性
化
支
援
、
さ

ら
に
は
、
茨
城
空
港
な
ど
を

活
用
し
た
国
内
外
の
観
光
客

の
誘
客
な
ど
を
一
層
促
進

し
、
「
活
力
あ
る
い
ば
ら
き

づ
く
り
」
を
引
き
続
き
推
進

す
る
。

土
木
部

後
藤
和
正
部
長

広
域
連
携
・
交
流
推
進
で
強
い
県
土
へ

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
甚

大
な
被
害
か
ら
県
民
が
１
日

も
早
く
平
穏
な
暮
ら
し
を
取

り
戻
し
、
経
済
企
業
活
動
の

回
復
を
図
る
た
め
、
被
災
し

た
施
設
の
早
期
復
旧
に
全
力

を
傾
け
る
。
ま
た
、
耐
震
化

・
液
状
化
対
策
な
ど
、
防
災

・
減
災
に
優
れ
た
ま
ち
づ
く

り
に
も
取
り
組
む
。

　
広
域
的
な
連
携
・
交
流
の

推
進
を
図
り
、
地
域
間
競
争

に
強
い
県
土
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
圏
央
道
や
東
関
東

自
動
車
道
な
ど
の
幹
線
道
路

の
ほ
か
、
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
関
連
道
路
の
整
備
を
促

進
す
る
。
国
内
外
の
物
流
拠

点
と
な
る
茨
城
港
・
鹿
島
港

の
整
備
を
推
進
し
、
港
湾
機

能
の
充
実
・
強
化
を
図
る
。

　
さ
ら
に
、
新
総
合
計
画
に

基
づ
き
安
心
・
安
全
で
快
適

な
県
民
生
活
の
確
保
を
図
る

た
め
、
通
学
路
の
歩
道
整

備
、
県
有
施
設

の
耐
震
化
や
長

寿
命
化
対
策
に

も
取
り
組
む
。

こ
れ
ら
の
整
備
の
効
率
的
推

進
を
図
る
た
め
、
厚
い
信
頼

と
優
れ
た
技
術
力
を
備
え
た

地
元
建
設
業
者
が
、
健
全
経

営
を
図
り
持
続
的
に
発
展
す

る
よ
う
な
各
種
取
り
組
み
を

進
め
る
。

生
活
環
境
部

宮
本
　
満
部
長

防
災
体
制
充
実
と
節
電
対
策
の
促
進

　
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え

防
災
体
制
の
充
実
・
強
化
を

図
る
。
震
災
に
よ
る
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
を
踏

ま
え
た
原
子
力
施
設
の
安
全

確
保
対
策
な
ど
の
充
実
・
強

化
の
ほ
か
、
震
災
の
影
響
に

よ
る
電
力
不
足
に
対
応
す
る

た
め
節
電
対
策
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。
ま
た
霞
ケ
浦

な
ど
の
水
質
浄
化
対
策
な
ど

の
安
心
、安
全
で
快
適
な
生

活
環
境
づ
く
り
」
を
引
き
続

き
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
特
に
、
防
災
体
制
を
充
実

・
強
化
す
る
た
め
、
消
防
・

防
災
体
制
の
あ
り
方
を
検
証

す
る
と
と
も
に
、
原
子
力
発

電
所
な
ど
の
安
全
確
保
対
策

や
防
災
対
策
、
放
射
線
監
視

体
制
を
充
実
・
強
化
す
る
。

　
国
の
電
力
需
給
対
策
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
県
と
し
て
の

節
電
対
策
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
家
庭
・
中
小
企
業
な

ど
の
節
電
対
策

の
取
り
組
み
な

ど
に
つ
い
て
促

進
す
る
。

　
ま
た
、
森
林
湖
沼
環
境
税

を
活
用
し
た
高
度
処
理
型
浄

化
槽
の
設
置
促
進
、
湖
上
体

験
学
習
な
ど
に
よ
る
県
民
意

識
の
醸
成
な
ど
霞
ケ
浦
な
ど

の
水
質
浄
化
対
策
を
引
き
続

き
推
進
す
る
。

保
健
福
祉
部

根
本
　
年
明
部
長

被
災
者
支
援
と
地
域
医
療
の
充
実

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
発

生
直
後
か
ら
生
活
救
援
物
資

の
確
保
や
、
被
災
し
た
医
療

機
関
へ
の
支
援
な
ど
を
行
う

と
と
も
に
、
被
災
世
帯
に
対

す
る
支
援
制
度
を
拡
充
し

た
。
ま
た
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
に
よ
る
水
道

水
へ
の
放
射
性
物
質
に
よ
る

影
響
を
調
査
す
る
た
め
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し

た
。
今
後
も
引
き
続
き
被
災

さ
れ
た
方
へ
の
生
活
支
援
に

全
力
で
取
り
組
む
と
と
も
に

建
物
の
損
壊
や
設
備
の
破
損

が
発
生
し
た
医
療
施
設
・
社

会
福
祉
施
設
に
つ
い
て
県
民

が
早
期
に
安
心
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
復
旧
に
努
め
る
。

　
ま
た
今
後
と
も
県
民
が
安

心
・
安
全
で
快
適
に
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
生
活
大
県

を
目
指
し
、
医
科
大
学
と
の

連
携
に
よ
る
医
師
確
保
対
策

な
ど
地
域
医
療
の
充
実
や
、

医
療
機
関
へ
の
収

容
時
間
短
縮
の
た

め
、
救
急
医
療
情

報
シ
ス
テ
ム
の
改

善
を
行
う
な
ど
救
急
医
療
体

制
の
強
化
を
進
め
る
。
少
子

化
対
策
に
つ
い
て
は
、
結
婚

支
援
活
動
を
一
層
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
保
育
所
の
集

中
的
な
整
備
な
ど
を
行
い
、

待
機
児
童
の
解
消
を
図
る
。

農
林
水
産
部

宮
浦
　
浩
司
部
長

震
災
・
原
発
事
故
被
害
か
ら
の
回
復

　
東
日
本
大
震
災
は
土
地
改

良
施
設
な
ど
の
農
業
基
盤
、

林
道
や
治
山
施
設
、
漁
港
や

漁
業
協
同
利
用
施
設
な
ど
水

産
基
盤
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
。
県
と
し
て
は
、

ま
ず
そ
の
復
旧
と
、
東
京
電

力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
に
よ
る
出
荷
制
限
や
風

評
被
害
か
ら
の
回
復
に
努
め

る
。

　
当
面
は
、
震
災
に
よ
り
被

害
を
受
け
た
水
利
施
設
や
液

状
化
し
た
水
田
の
復
旧
と
作

付
け
の
実
施
、
漁
港
な
ど
の

復
旧
に
よ
る
漁
獲
や
水
産
加

工
の
推
進
、
原
発
事
故
に
伴

う
出
荷
制
限
や
風
評
被
害
に

対
す
る
損
失
補
償
請
求
の
と

り
ま
と
め
、
一
時
的
に
消
費

が
停
滞
し
た
本
県
産
農
畜
水

産
物
の
販
売
促
進
な
ど
が
課

題
と
な
る
。

　
２
０
１
１
年
度
は
本
来
で

あ
れ
ば
「
茨
城
農
業
改
革
大

綱
」
「
茨
城
県

森
林
・
林
業
振

興
計
画
」
「
水

産
業
振
興
計

画
」
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ

る
。
今
般
の
被
災
と
事
故
を

踏
ま
え
れ
ば
、
見
直
し
も
避

け
ら
れ
な
い
が
、
生
産
現
場

の
意
欲
が
減
退
し
な
い
よ
う

随
時
施
策
を
導
入
し
た
い
。

企
業
局

渡
辺
　
一
夫
局
長

安
全
・
安
心
な
水
安
定
供
給
を
維
持

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被

災
施
設
の
応
急
対
策
は
終
わ

っ
た
。
今
年
度
は
仮
復
旧
箇

所
の
本
格
復
旧
を
最
優
先
に

据
え
、
県
民
生
活
に
不
可
欠

な
水
道
用
水
や
産
業
活
動
の

血
液
で
あ
る
工
業
用
水
の
安

定
供
給
を
維
持
し
、
茨
城
県

の
元
気
を
支
え
て
い
く
。

　
ま
た
、
霞
ケ
浦
浄
水
場
の

改
築
事
業
な
ど
水
道
施
設
の

老
朽
化
対
策
を
行
う
と
と
も

に
、震
災
体
験
を
踏
ま
え
、よ

り
災
害
に
強
い
施
設
整
備
を

通
じ
水
供
給
の
一
層
の
安
定

化
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に
安

全
で
お
い
し
い
水
道
用
水
を

供
給
す
る
た
め
、
水
海
道
浄

水
場
の
高
度
浄
水
処
理
施
設

の
導
入
な
ど
を
進
め
る
。
工

業
用
水
で
は
古
河
市
の
日
野

自
動
車
関
連
工
場
や
県
央
地

域
で
の
新
た
な
水
需
要
に
向

け
た
送
水
施
設
の
整
備
を
進

め
、
立
地
企
業
の
競
争
力
向

上
や
企
業
誘
致

に
貢
献
す
る
。

　
地
域
振
興
と

し
て
は
、
阿
見

東
部
工
業
団
地
と
江
戸
崎
工

業
団
地
に
つ
い
て
、
圏
央
道

の
開
通
効
果
や
企
業
ニ
ー
ズ

へ
の
迅
速
で
き
め
細
か
い
対

応
を
Ｐ
Ｒ
し
、
早
期
分
譲
に

努
め
る
こ
と
で
、
地
域
活
性

化
や
雇
用
拡
大
を
図
る
。

産
業
立
地
推
進
東
京
本
部

宮
田
達
夫
本
部
長

復
興
ア
ピ
ー
ル
で
元
気
な
茨
城
に

　
２
０
１
０
年
の
本
県
の
工

場
立
地
面
積
は
４
年
ぶ
り
に

全
国
第
１
位
、
県
外
企
業
立

地
件
数
は
６
年
連
続
で
第
１

位
と
好
成
績
を
残
し
た
。
だ

が
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

道
路
鉄
道
港
湾
な
ど
広
域

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
被

害
や
、
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
を
始
め
と
し
た
太
平
洋

側
の
発
電
設
備
が
大
き
な
被

害
を
受
け
た
こ
と
で
、
今
後

の
電
力
供
給
不
足
に
懸
念
が

あ
り
、
本
県
の
企
業
誘
致
を

取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳

し
い
も
の
が
予
想
さ
れ
る
。

　
そ
れ
で
も
、
県
内
立
地
企

業
で
致
命
的
な
被
害
を
受
け

た
企
業
は
少
な
く
、
広
域
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
急
ピ
ッ

チ
で
復
旧
し
て
き
て
お
り
、

震
災
前
の
競
争
力
を
取
り
戻

す
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
。

　
企
業
立
地
に
よ
る
産
業
の

集
積
と
活
性
化
は
、
本
県
地

域
産
業
の
復
興

・
発
展
は
も
と

よ
り
、
わ
が
国

の
産
業
競
争
力

の
維
持
・
発
展
の
た
め
に
も

大
変
重
要
だ
。
本
県
の
持
つ

優
れ
た
立
地
環
境
や
急
ピ
ッ

チ
で
進
む
復
興
状
況
を
ア
ピ

ー
ル
し
、
元
気
な
茨
城
を
取

り
戻
す
べ
く
、
産
業
誘
致
活

動
を
積
極
的
に
行
う
。

　
茨
城
県
は
全
国
で
も
有
数
の
工
業
、
農
業
地
帯
。
そ
の
茨
城
県

が
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
工
業
は
、
工

場
の
損
壊
の
み
な
ら
ず
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

供
給
網

の
寸

断
に
よ
る
被
害
も
あ
る
。
農
業
や
漁
業
、
観
光
は
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
に
よ
る
風
評
被
害
が
大
き
い
。
電
力
不
足
に
よ
る
節
電

対
策
も
必
要
だ
。
さ
ら
に
港
湾
・
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
な
ど
、

課
題
は
多
い
。
県
や
関
連
団
体
の
幹
部
に
今
年
度
の
施
策
を
語
っ

て
も
ら
っ
た
。 県政運営に邁進

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ６月８日 水曜日 　　


